
＊この広報紙は、県の総合・合同庁舎でもお渡ししています。̶1̶

●
開
会
日
（
６
月
23
日
）

■
知
事
提
案
説
明
　
〜
第
３
期
計
画
の
２
年
目
も
県
勢
浮
揚
に
全
力
で
取
り
組
む
〜

尾
﨑
知
事
は
冒
頭
で
、
去
る
４
月
12

日
に
逝
去
さ
れ
た
名
誉
高
知
県
人
の
歌

手
、
ペ
ギ
ー
葉
山
さ
ん
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
「
本
年
秋
に
追
悼
式
典

を
行
い
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、
今
年
度
は
知
事
に
就
任
し
て
10

年
目
の
節
目
の
年
で
あ
る
こ
と
に
触

れ
、
「
産
業
振
興
計
画
な
ど
の
施
策
が
第
３
期
計
画
の
２
年
目
を
迎
え
、
こ
の

第
３
期
よ
り
新
た
に
挑
戦
を
始
め
た
施
策
も
い
よ
い
よ
本
格
的
な
実
行
段
階
に

入
っ
て
い
く
。
本
年
度
の
取
組
が
目
標
を
達
成
で
き
る
か
ど
う
か
に
大
き
く
関

わ
っ
て
く
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
私
自
身
先
頭
に
立
っ
て
、
引
き
続
き
県

勢
浮
揚
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
覚
悟
で
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
、
「
こ
う
ち
産
業
振
興
基
金
の
運

用
期
間
終
了
に
伴
う
新
た
な
基
金
の
造
成
、
移
住
相
談
と
人
材
確
保
を
総
合
的

に
行
う
新
た
な
一
般
社
団
法
人
の
設
立
、
学
校
現
場
に
お
け
る
教
員
の
多
忙
化

解
消
に
向
け
た
取
組
な
ど
、
総
額
３
億
８
千
万
円
余
り
を
計
上
し
た
」
と
述
べ
、

最
後
に
、
今
回
提
案
し
た
議
案
19

件
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
（
６
月
28
日
〜
30
日
）

８
名
の
議
員
が
、
外
国
語
教
育
や
国
民
健
康
保
険
制
度
、
大
川
村
議
会
の
維

持
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会
審
査
（
７
月
３
日
〜
５
日
）

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案
19

件
の
う
ち
17

件
を
可
決
、
２
件
を
承
認

し
ま
し
た
。

●
閉
会
日
（
７
月
７
日
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

知
事
提
出
議
案
19

件
に
つ
い
て
は
、
17

件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
２
件
を

承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
提
出
さ
れ
た
人
事
議
案
２
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
条
例
議
案
１
件
を
可
決
し
、
意

見
書
議
案
５
件
の
う
ち
３
件
を
可
決
、
２
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

■
議
員
定
数
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会
報
告

県
議
会
議
員
の
定
数
、
選
挙
区
及
び
選
挙
区
別
議
員
定
数
に
つ
い
て
の
調
査

検
討
を
行
う
た
め
、
昨
年
６
月
に
設
置
さ
れ
た
議
員
定
数
問
題
等
調
査
特
別
委

員
会
（
土
森
正
典
委
員
長
）
か
ら
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
委
員
会
報
告
書
の
と

お
り
承
認
し
ま
し
た
。

■
高
知
県
競
馬
組
合
議
会
議
員
及
び
高
知
県
・
高
知
市
病
院
企
業
団
議
会
議
員

　
の
補
欠
選
挙

高
知
県
競
馬
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
を
行
い
、
横
山
文
人
議
員
を
選
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
知
県
・
高
知
市
病
院
企
業
団
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
を

行
い
、
梶
原
大
介
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

６

月

定

例

会

の

概

要

会
期
　
６
月
23
日
〜
７
月
７
日 

【
15
日
間
】

＊平成31年４月に予定されている県議会議員選
挙から適用されます。

議員の総定数は現行どおりの37名です

高岡郡選挙区が分区します高岡郡選挙区が分区します 長岡郡

土佐郡

1名

室戸市

東洋町

1名安芸市

芸西村

1名

宿毛市

大月町

三原村

2 名

香南市

2名

香美市

1名

南国市

2名

須崎市

1名

黒潮町

1名

四万十市

2名

土佐清水市

1名

土佐市

1名

高岡郡

3名

奈半利町

田野町

安田町

北川村

馬路村

1名

室戸市

北川村

馬路村

奈半利町

田野町

安田町

安芸市
芸西村

香南市

香美市

大豊町

本山町

土佐町

大川村

高知市

津野町

梼原町

四万十町

中土佐町

黒潮町
四万十市

土佐清水市

三原村

宿毛市

いの町

土佐市

須崎市

日高村

佐川町

大月町

越知町

仁淀川町

東洋町

南国市

高知市

15名

吾川郡

2名
New!!New!!

中土佐町・梼原町
津野町・四万十町

2名

佐川町・越知町・日高村

1名

主な内容

＊6月定例会

 本会議の質問…………………… ２～３面

 主な審議の結果………………………３面

 常任委員会委員長報告要旨 …………４面

＊委員会活動

 議員定数問題等調査特別委員会の ……３面

 審査の経過及び結果

 常任委員会の動き……………………４面

＊その他の記事

 南海トラフ地震による超広域災害への ……３面

　備えを強力に進める10県議会議長会議

＊お知らせ

 9月定例会の日程 ……………………３面

ほか

県議会議員選挙の選挙区を変更
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親
日
的
な
台
湾
と
の
関
係
を

つ
な
ぐ
た
め
に
県
民
誰
も
が
活
用

で
き
る
拠
点
、
高
知
県
台
湾
オ

フ
ィ
ス
に
対
す
る
思
い
を
聞
く
。

問
　
知
事
　
台
湾
へ
の
食
料
品
輸

出
額
や
台
湾
か
ら
の
観
光
客
数
が

伸
び
、
県
や
県
内
企
業
が
台
湾
を
訪

問
す
る
機
会
も
増
え
た
こ
と
か
ら
、

答

　
土
木
部
長
　
和
食
川
水
門

の
河
口
閉
塞
へ
の
対
策
と
し
て
、
重

機
に
よ
る
砂
の
取
り
除
き
な
ど
を

答

実
施
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
で
き
な

い
場
合
に
備
え
、
仮
設
の
排
水
ポ
ン

プ
で
放
水
路
内
に
水
を
送
り
、
砂
を

押
し
出
す
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
水
門
は
和
食
川
の
洪
水
を
海
に

導
く
役
割
も
果
た
す
こ
と
か
ら
、
長

寿
命
化
対
策
や
河
口
部
の
閉
塞
対

策
な
ど
適
切
な
管
理
に
努
め
る
。

　
芸
西
村
の
和
食
川
河
口
部

に
設
置
さ
れ
て
い
る
４
門
の
水

門
に
砂
が
詰
ま
る
事
態
が
頻
繁

に
起
き
て
い
る
。
水
門
閉
塞
時
の

排
水
機
能
確
保
や
水
門
が
詰
ま

ら
な
い
た
め
の
手
法
な
ど
に
つ
い

て
聞
く
。

問
　
危
機
管
理
部
長
　
浦
戸
湾

沿
岸
域
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

よ
る
大
規
模
な
津
波
火
災
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
平
成
25

年
度
に
検
討
会
を
設
置
し
、三
重
防

護
な
ど
６
つ
の
重
点
対
策
に
整
理
し

た
。
今
年
度
は
、
が
れ
き
の
漂
流
や

石
油
の
拡
散
な
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
優
先
的
な
取
組
や
重
点

的
な
エ
リ
ア
の
絞
り
込
み
を
検
討
す

る
。
遅
く
と
も
三
重
防
護
事
業
が

完
了
す
る
平
成
43

年
度
ま
で
に
は

一
連
の
対
策
を
実
施
し
た
い
。

答

　
教
育
長
　
既
存
の
実
習
用
ハ

ウ
ス
や
畜
舎
な
ど
に
つ
い
て
は
、
耐
用

年
数
や
安
全
面
を
考
慮
し
な
が
ら

適
切
に
更
新
し
て
い
く
。
一
方
、
次

世
代
型
ハ
ウ
ス
な
ど
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
な
活
用
方
法
や
教
育
効

果
を
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
来
年
度
以
降
ま
ず
取
り
組
め
る

こ
と
と
し
て
、
既
存
の
実
習
用
ハ
ウ
ス

に
炭
酸
ガ
ス
発
生
装
置
を
導
入
す

る
こ
と
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

答

　
高
知
・
幡
多
農
業
高
校
の
実

習
用
ハ
ウ
ス
や
畜
舎
な
ど
は
老

朽
化
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

次
世
代
型
ハ
ウ
ス
導
入
に
向
け

た
施
設
、
設
備
の
更
新
も
課
題
だ

が
、
今
後
の
整
備
計
画
を
聞
く
。

問

　
高
知
市
タ
ナ
ス
カ
地
区
と

中
の
島
地
区
の
石
油
・
ガ
ス
施
設

の
地
震
・
津
波
・
火
災
対
策
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞
く
。

問

高知城歴史博物館

タナスカ石油基地

　
知
事
　
大
規
模
災
害
に
対
処

す
る
緊
急
事
態
条
項
の
追
加
や
、
参

議
院
の
合
区
解
消
に
つ
な
が
る
地
方

自
治
の
規
定
の
充
実
は
、
憲
法
改
正

の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。

９
条
改
正
に
関
し
て
、
現
行
の
条
文

で
も
自
衛
隊
は
合
憲
と
言
え
る
と

考
え
る
が
、
国
民
的
議
論
を
通
じ
て

決
着
を
つ
け
る
意
義
は
大
き
い
。
他

方
、
平
和
主
義
は
堅
持
す
べ
き
で
、

現
行
の
９
条
の
解
釈
は
維
持
さ
れ
る

べ
き
だ
と
考
え
る
。

答

　
３
年
前
の
改
正
国
民
投
票

法
の
成
立
に
よ
っ
て
、
国
会
は
い

つ
で
も
憲
法
改
正
の
発
議
が
で

き
る
段
階
だ
が
、
改
正
す
べ
き

テ
ー
マ
と
９
条
改
正
に
関
す
る

所
見
を
併
せ
て
聞
く
。

問
　
商
工
労
働
部
長
　
本
来
事

業
者
が
自
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と
で

あ
り
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
行
政

が
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か

し
、
若
者
の
確
保
、
定
着
は
喫
緊
の

課
題
な
の
で
、
県
内
事
業
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
県
の
教
職
員

住
宅
や
公
的
賃
貸
住
宅
を
移
住
者

向
け
に
提
供
し
て
い
る
よ
う
に
、
社

員
寮
と
し
て
活
用
す
る
方
法
な
ど

の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

答

　
低
賃
金
の
若
者
に
と
っ
て

住
居
費
の
負
担
は
大
き
い
。
事

業
所
が
共
同
で
従
業
員
用
の

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
設
置
す
る
費

用
や
家
賃
の
補
助
な
ど
、
す
ぐ

に
着
手
可
能
な
施
策
の
打
ち
出

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

問
　
知
事
　
い
わ
ゆ
る
押
し
つ
け

憲
法
論
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
制
定
過
程
に
か
か
わ

ら
ず
大
多
数
の
国
民
が
現
行
憲
法

を
支
持
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
た
だ
し
、
現
行
憲
法
で
は
対
応

で
き
な
い
事
柄
が
生
じ
て
い
る
た
め
、

憲
法
改
正
に
つ
い
て
国
会
で
の
議
論

は
も
ち
ろ
ん
国
民
的
な
議
論
の
積

み
重
ね
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

答
　
土
佐
の
自
由
民
権
運
動
で

培
わ
れ
た
理
論
が
現
憲
法
の
源

流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
県
民

の
誇
り
だ
。
押
し
つ
け
憲
法
論

は
、
土
佐
の
先
人
の
英
知
、
努
力

を
お
と
し
め
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

問

塚地　佐智

（日本共産党）

　
知
事
　
本
県
の
基
金
残
高
は

10

年
前
と
ほ
ぼ
同
額
の
4
7
4
億

円
余
り
で
あ
り
、
国
の
審
議
会
等
で

の
議
論
は
当
て
は
ま
ら
な
い
が
、
基

金
残
高
の
増
加
を
も
っ
て
地
方
財
政

に
余
裕
が
あ
る
か
の
よ
う
な
議
論
や
、

一
律
に
地
方
財
源
を
圧
縮
す
る
議

論
は
容
認
で
き
な
い
。
今
後
、
全
国

知
事
会
な
ど
と
連
携
し
、
地
方
の
総

意
と
し
て
国
に
反
論
し
て
い
き
た
い
。

答

　

自
治
体
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
で
も
予
期
せ
ぬ
事
態
に
対

応
す
る
た
め
に
基
金
を
積
み
立

て
て
い
る
。
こ
の
基
金
が
平
成

27
年
度
末
時
点
で
21
兆
円
に

膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

地
方
交
付
税
の
削
減
を
探
る

議
論
は
余
り
に
も
乱
暴
で
、
断

固
反
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
　
知
事
　
平
成
25

年
度
に
老
朽

化
し
た
危
険
な
空
き
家
の
除
却
、
平

成
26

年
度
に
空
き
家
の
再
生
・
活
用

に
対
す
る
補
助
制
度
を
創
設
し
、
昨

年
度
ま
で
に
約
7
5
0
棟
が
除
却
、

約
1
0
0
棟
が
再
生
・
活
用
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
今
年
度
、
民
間
が
行

う
再
生
・
活
用
に
対
し
て
市
町
村
が

補
助
す
る
場
合
に
も
支
援
を
拡
充

し
た
こ
と
に
よ
り
、
移
住
促
進
な
ど

が
期
待
さ
れ
る
。

答
　

本
県
の
空
き
家
は
、
平
成

20
年
か
ら
の
５
年
間
で
約
１
万

戸
増
加
し
４
万
１
千
戸
余
り
、

全
国
第
２
位
の
10
･
6
％
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
実
態
を
踏
ま

え
た
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

問

　

農
業
振
興
部
長
　
こ
れ
ま
で
、

優
良
品
種
へ
の
転
換
や
省
力
機
器

答

の
導
入
な
ど
産
地
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
一
方
、
農
業
者
と
関

係
機
関
が
一
体
と
な
っ
た
Ｐ
Ｒ
活

動
に
よ
り
、ユ
ズ
な
ど
の
加
工
品
販

売
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

優
良
園
地
の
集
積
や
優
良
系
統
の

普
及
、
炭
酸
ガ
ス
施
用
技
術
の
ハ
ウ

ス
ミ
カ
ン
へ
の
導
入
な
ど
を
進
め
、
温

州
ミ
カ
ン
の
輸
出
に
も
取
り
組
む
。

　
果
樹
農
業
は
、
中
山
間
地
域

の
活
性
化
に
寄
与
し
、
国
民
の
健

康
の
維
持
・
増
進
に
も
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
有
数
の
か
ん

き
つ
産
地
と
し
て
の
体
質
強
化

や
販
売
促
進
に
つ
い
て
聞
く
。

問
か
ん
き
つ
産
地
の

体
質
強
化
と
販
売
促
進

上田　周五
（県民の会）

西森　雅和
（公明党）

野町　雅樹
（自由民主党）

（県民の会）

梶原　大介
（自由民主党）

　

知
事
　
幕
末
維
新
博
は
、
観

光
振
興
と
と
も
に
教
育
的
な
意
義

も
持
つ
。
明
治
維
新
1
5
0
年
に
当

た
る
平
成
30

年
に
向
け
て
は
、メ
ー
ン

会
場
で
特
別
展
を
予
定
す
る
な
ど

国
の
施
策
と
連
携
し
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
展
開
を
図
る
。
歴
史
的
・
文
化

的
に
価
値
の
あ
る
資
料
を
通
じ
て
多

様
な
物
の
見
方
や
考
え
方
を
身
に
つ

け
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

答

に
も
大
変
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を

深
め
る
文
化
的
活
動
と
、
高
知

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

教
育
に
と
っ
て
、「
志
国
高
知 

幕

末
維
新
博
」
は
ま
た
と
な
い
機

会
だ
が
、
所
見
を
聞
く
。

問

橋本　敏男

幕
末
維
新
博
を
文
化
振
興
と

教
育
に
つ
な
げ
る
取
組

急
増
す
る
空
き
家
問
題
へ
の

対
策

基
金
残
高
の
増
加
を
理
由

と
し
た
地
方
交
付
税
の
削
減

押
し
つ
け
憲
法
論
に

対
す
る
認
識

若
者
の
定
着
に
向
け
た

住
居
費
支
援

憲
法
改
正
す
べ
き
テ
ー
マ

石
油
・
ガ
ス
施
設
の
地
震
・

津
波
・
火
災
対
策

和
食
川
の
水
門
閉
塞
時
の

排
水
機
能
の
確
保

農
業
高
校
の
実
習
用

ハ
ウ
ス
な
ど
の
整
備

高
知
県
台
湾
オ
フ
ィ
ス
の

活
用

６月定例会本会議の質問

質
問
者
（
質
問
順
）

六
月
二
十
八
日

　梶
原

　大
介

　上
田

　周
五

　塚
地

　佐
智

六
月
二
十
九
日

　西
森

　雅
和

　野
町

　雅
樹

　橋
本

　敏
男

六
月
三
十
日

　上
田

　貢
太
郎

　三
石

　文
隆

̶2̶



６月定例会 主な審議の結果
●可決された議案（25議案）※同意または承認を含む

知事提出議案（21議案）

予算議案（3議案）

・平成29年度高知県一般会計補正予算（約3億8000万円） ほか2議案

条例議案（12議案）

・高知県個人情報保護条例の一部を改正する条例議案 ほか11議案

その他議案（6議案）

・高吾地域拠点校校舎新築主体工事請負契約の締結に関する議案 ほか5議案

議員提出議案（4議案）

条例議案（1議案）

・高知県議会の議員の定数並びに議員の選挙区及び各選挙区において選挙すべき議

 員の数に関する条例の一部を改正する条例議案

意見書議案（3議案）

・地方財政の充実・強化を求める意見書議案

・ギャンブル等依存症対策の抜本的強化を求める意見書議案

・国民に情報を開示し、拙速な日欧ＥＰＡ「大枠合意」を行わないよう求める意見書議案

●否決された議案（2議案）

議員提出議案（2議案）

意見書議案（2議案）

・「共謀罪」法案の強行採決に抗議し、「共謀罪法」の廃止を求める意見書議案

・「加計学園」問題の徹底解明を求める意見書議案

※議案に対する各議員の賛否の状況は、

高知県議会ホームページでご確認いただけます。 

　日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の

市
場
規
模
は
12
兆
円
を
超
え
、今

後
も
成
長
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の

担
い
手
と
な
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
ク

リ
エ
ー
タ
ー
な
ど
を
本
県
で
い
か

に
確
保
し
て
い
く
か
聞
く
。

問

（自由民主党）

上田 貢太郎

　
知
事
　 

土
佐
清
水
分
屯
基

地
は
、四
国
西
南
地
域
の
長
期
孤
立

対
策
の
拠
点
と
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
関
連
施
設
を
ぜ
ひ
整
備

し
て
い
た
だ
き
た
い
。こ
れ
ま
で
土
佐

清
水
市
の
経
済
団
体
等
が
要
望
活

動
を
行
い
、
県
と
し
て
も
政
策
提
言

し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
今
後
、
私
自
身

が
防
衛
省
幹
部
に
提
言
を
行
い
、
基

地
の
整
備
に
向
け
て
粘
り
強
く
活

動
し
て
い
き
た
い
。

答
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生

時
、
県
内
で
土
佐
清
水
市
の
孤

立
が
最
も
厳
し
い
と
さ
れ
て
い

る
。
応
急
救
助
活
動
に
必
要
な

土
佐
清
水
分
屯
基
地
の
拡
充
と

ヘ
リ
ポ
ー
ト
関
連
施
設
の
整
備

を
国
に
求
め
て
い
く
こ
と
へ
の

決
意
を
聞
く
。

問
航
空
自
衛
隊
土
佐
清
水

分
屯
基
地
の
整
備

コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
担
い
手

確
保

　知
事
　
職
員
に
は
、
課
題
に

正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
や
大
い
に

創
造
性
を
発
揮
す
る
こ
と
、
官
民
協

働
と
市
町
村
政
と
の
連
携
・
協
調
な

ど
の
基
本
姿
勢
を
示
し
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
働
か
せ
、
成
果
を
意
識

し
た
仕
事
の
進
め
方
を
求
め
て
き

た
。
職
員
と
率
直
な
議
論
を
重
ね
、

実
行
し
た
結
果
を
振
り
返
り
、
喜
び

と
悔
し
さ
を
分
か
ち
合
う
プ
ロ
セ
ス

を
通
じ
て
、
組
織
全
体
が
チ
ー
ム
と

し
て
成
長
す
る
こ
と
が
人
材
育
成

の
要
諦
だ
と
考
え
る
。

答

　文
化
生
活
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　
土
佐
中
・
高
等
学
校
に
は
実
施
を

要
請
し
て
き
た
が
、
現
行
の
形
式
を

変
え
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
国
を
愛

す
る
心
や
、
我
が
国
は
も
と
よ
り
全

て
の
国
の
国
旗
・
国
歌
を
等
し
く
尊

重
す
る
態
度
は
大
変
重
要
だ
と
考
え

て
お
り
、
入
学
式
や
卒
業
式
で
の
国

旗
掲
揚
と
国
歌
斉
唱
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

　学
習
指
導
要
領
に
は
、
入

学
式
や
卒
業
式
な
ど
に
お
け
る

国
旗
掲
揚
と
国
歌
斉
唱
を
指

導
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、

土
佐
中
・
高
等
学
校
で
は
、
国

旗
は
正
門
横
に
掲
揚
す
る
の
み

で
式
場
に
掲
揚
せ
ず
、
国
歌
は

斉
唱
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
所
見
を
聞
く
。

問
入
学
式
・
卒
業
式
で
の

国
旗
掲
揚
と
国
歌
斉
唱

　日
本
一
の
県
庁
組
織
と
な
る

た
め
の
人
材
育
成
の
要
諦
と
、
実

践
し
て
い
る
育
成
方
法
を
聞
く
。

問

（自由民主党）

三石　文隆

県
庁
組
織
の
人
材
育
成

　商
工
労
働
部
長
　 

本
県
に

立
地
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
企
業
の

答

新
規
雇
用
は
累
計
で
1
2
0
名
を

超
え
、
採
用
意
欲
も
高
い
。
今
後
も

企
業
立
地
を
進
め
、コ
ン
テ
ン
ツ
産

業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
今
年
度
は

「
首
都
圏
の
人
材
や
企
業
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」「
土
佐
ま
る
ご
と

ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
ア

プ
リ
開
発
人
材
育
成
講
座
の
拡
充
」

の
２
点
で
、
人
材
確
保
・
育
成
策
を

充
実
強
化
し
て
い
る
。

　来
年
３
月
、
全
国
か
ら
約

20
作
品
を
集
め
、
幕
末
を
題
材

に
し
た
映
画
祭
の
開
催
が
決
定

し
た
。こ
の
映
画
祭
へ
の
連
携
と

支
援
に
つ
い
て
聞
く
。

問

　観
光
振
興
部
長
　 

幕
末
維

新
博
の
開
催
時
期
に
タ
イ
ム
リ
ー
な

企
画
で
あ
り
、
土
佐
の
お
き
ゃ
く
に

合
わ
せ
た
開
催
は
県
外
観
光
客
の

呼
び
水
と
し
て
期
待
が
持
て
る
。
企

画
内
容
を
主
催
者
と
相
談
し
、
県

外
か
ら
の
誘
客
に
つ
な
げ
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
連
携
･
支
援
が

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
映
画
祭

を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
確
立
さ
せ
、
継

続
開
催
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
れ
ば
、

よ
り
良
い
連
携
が
図
れ
る
。

答
幕
末
を
題
材
に
し
た

映
画
祭
へ
の
連
携
と
支
援

本
年
度
か
ら
商
談
や
打
ち
合
わ
せ

の
場
と
な
る
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
を
設

置
し
た
。
ま
ず
は
ビ
ジ
ネ
ス
面
を
中

心
に
官
民
で
存
分
に
活
用
し
た
い
。

文
化
・
友
好
の
面
で
も
、
高
知
か
ら

は
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
の
派
遣
、
台
湾
か

ら
は
ま
ん
が
甲
子
園
へ
の
出
場
な
ど
、

相
互
の
交
流
が
拡
大
し
て
い
る
。

アプリ開発人材育成講座の様子

南海トラフ地震による超広域災害への

備えを強力に進める10県議会議長会議

９月定例会の日程９月定例会の日程９月定例会の日程

  9月21日（木） 開　会

 27日（水） 質疑並びに一般質問

 28日（木）    〃　 

 29日（金)    〃　 

10月  2日（月）    〃　 （一問一答方式）

  3日（火）    〃　 （一問一答方式）

  4日（水） 常任委員会

  5日（木）    〃

  6日（金）    〃

 10日（火）    〃

 12日（木） 閉　会

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

※日程は変更になる場合があります。傍聴の際
に は 、 議 会 事 務 局 議 事 課 （ T E L 
088-823-9534）までご確認ください。

※定例会、委員会の開催予定及び傍聴の方法は
高知県議会ホームページにも掲載しています。

議員定数問題等調査特別委員会の

審査の経過及び結果

県議会では、平成28年６月定例会において議員定

数問題等調査特別委員会（委員10名）を設置し、８

回にわたる委員会の開催、関係町村長からの意見聴

取など、県議会議員の定数や選挙区等について総合

的な調査検討を行いました。そして、得られた結論及

び調査の経過を、平成29年６月定例会（閉会日）に

おいて土森正典委員長が報告しました。

本会議で採決を行った結果、特別委員会報告書は

賛成多数で承認され、右記の内容のとおり、議員の

選挙区及び選挙区別議員定数が改正されました。

高岡郡選挙区（定数３名）は、中土佐町・梼原町・津野

町・四万十町選挙区（定数２名）と佐川町・越知町・日

高村選挙区（定数１名）に分区する。

※その他の選挙区及び選挙区別議員定数は現行どおりとする。

※議員の総定数は現行どおりの37名とする。

ＳＮＳ　 Twitter及びFacebookで
県議会の情報を発信しています。

https://twitter.com/kochi_kengikai

https://www.facebook.com/
kochi.kengikai

Twitter

Facebook

南海トラフ地震の被害が想定される高知などの関係10

県による「南海トラフ地震による超広域災害への備えを

強力に進める10県議会議長会議」は、地震対策の推進を

図るため、７月26日に国に対し提言活動を行いました。

提言活動では、代表の浜田英宏高知県議会議長から松

本純内閣府特命担当大臣（防災）に提言書を手交し、住

宅の耐震対策の抜本的な強化に向けての財政支援の拡

充、津波避難タワー等の施設整備に必要な財源確保、医

療救護体制の充実を図る取組への支援強化などを要望し

ました。

９月定例会の日程
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「こうち県議会だより」の点字版・カセットテープ版・デイジー版をご希望の方は
県議会事務局議事課（TEL 088-823-9536）へ。 ̶4̶

産業振興土木委員会産業振興土木委員会

■移住促進事業費について

執行部から、産業振

興計画の第３期計画の

最終的な目標である年

間移住者数 1,000 組の

達成と定常化を目指して

いくためには、これま

での取り組みを一段と

強化することが必要で

あるため、官民が一層

協働して地域に潜在し

ている人材ニーズを掘り

起こし、集めた人材ニー

ズをデータベースにより

一元的に集約して、さ

まざまな希望に応じた

多様な働き方や移住プラン、ライフスタイルなどを都市部の人材に発信・提案できる

体制を整えることが必要であり、移住促進・人材確保を担う新たな組織として、一

般社団法人を官民協働により設立して体制を強化するものであると説明があった。

委員から、移住促進の観点からいえば、県だけの補助金で運営することがいいのか、

市町村も少しでも費用を負担することによって、より積極的に運営に参画することにな

るのではないかと質疑があった。

執行部から、市町村には主体的に運営に参画していただくことが重要で、今回の

法人の設立に当たっては全市町村に社員となっていただくほか、一定の財政面での協

力をいただけるよう調整中であると答弁があった。

委員から、今回の組織の一元化は、移住を希望している方にしっかり高知へ来ても

らえるようにする仕組みづくりということで評価できるが、課題として移住してくれた方

が定住をしてもらえるようなフォローをどこがするのか、定住につながるフォローをしっ

かりする体制づくりも考えて進めていただきたいと要請があった。

東京で開催された移住セミナー

商工農林水産委員会商工農林水産委員会

■事業承継・人材確保支援事業費Ｕ・Ｉターン就職支援事業費について

執行部から、移住促進・人材確保の
取組体制を強化するため、官民協働に
よる新たな組織を設立し、運営を行うた
めの経費であると説明があった。

委員から、これまで東京事務所に配
置している人材確保コーディネーターを
中心に県内外の人材情報の収集を行い、
県内企業とのマッチングに取り組んでい
るが、関西圏での掘り起こしはどう考え
ているかと質疑があった。

執行部から、関西圏は高知から比較
的近いため、現在は高知の事業承継・
人材確保センターのスタッフが対応して
いるが、相談件数がふえてきているので、
今後、関西圏に人材確保コーディネー
ターを配置することも検討していきたい
と答弁があった。

委員から、新組織の構成員として、
金融関係や大学、医療・福祉関係の団体を加えていくことが必要だと考えるがどうか
と質疑があった。

執行部から、設立時の社員は県、市町村、各産業団体で計43団体を想定しているが、
今後、御指摘のような団体に参画してもらう必要性が出てくる可能性は十分あり、検
討していきたいと答弁があった。

■ルネサス社高知工場の集約について

執行部から、高知工場を平成30年５月末に集約することを決定したルネサス社に対
し、平成27年に締結した和解契約を遵守し、誠実に履行すること、高知工場の承継
先については集約時期までに確保するよう一層スピードアップして対応すること、従業
員219名全員の雇用維持に向けて最大限努力することを要請し、同社からは、承継先
の確保を最優先して取り組むとの回答があったと報告があった。

委員から、今後、同社の県外工場への転勤や退職金がどうなるかなど、労使間で
交渉が行われると思われるが、県としても注視し、従業員を守るために言うべきこと
は力強く交渉してほしいと要請があった。

東京で開催されたＵ･Ｉターン就職相談会

７月３日、５日（６月定例会中）
付託された４件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。

８月９日
出先機関等の調査事項の取りまとめについて。

産業振興土木委員会の動き（７～８月）

７月３日、５日（６月定例会中）
付託された３件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
意見書案２件を審査。

７月26日
出先機関等の調査事項の取りまとめについて。

商工農林水産委員会の動き（７月）

７月３日、５日（６月定例会中）
付託された４件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
意見書案2件を審査。

７月31日
出先機関等の調査事項の取りまとめについて。

危機管理文化厚生委員会の動き（７月）

危機管理文化厚生委員会危機管理文化厚生委員会

■医薬連携推進事業費について

執行部から、高知家健康づくり支援薬局における健

康相談等の取り組みを周知するとともに、在宅医療への

薬局の参画を推進するための経費であると説明があっ

た。

委員から、この事業で行う支援薬局の周知や機能充

実について、ふだん病院にかからない方などにどのよう

に周知徹底するのかと質疑があった。

執行部から、薬局をふだん利用していない方にも、テ

レビＣＭを活用して、禁煙指導や栄養指導も含めて介

護など家族の相談にも薬局が対応できることを周知して

いきたいと答弁があった。

委員から、少し調子が悪いときや血圧が高いときに、

病院へ行く前に薬局で相談するイメージなのか。また、

県内で薬局が極端に少ない市町村など、地域差があると思うがどのように考えている

のかと質疑があった。

執行部から、いわゆるセルフメディケーションは、医療機関にいきなり行くのではな

く、一般薬も利用しながら健康管理していくことを目指しており、身近な相談場所とし

て薬局の利用を徹底していきたいと考えている。また、県内には薬局のない町村が五

つあり、今後あったかふれあいセンターなどでの地域の薬剤師による健康増進活動を

どのようにしていくか、薬剤師会の各支部と議論を積み重ねていきたいと考えていると

答弁があった。

委員から、お薬プロジェクトについて、在宅療養を可能とする多職種連携体制の構

築が目的だが、どこが主体となり取り組んでいくのかと質疑があった。

執行部から、薬剤師会の各支部が中心となって、県も一緒に多職種と連携しなが

ら取り組んでいくと答弁があった。

７月３日、５日（６月定例会中）
付託された12件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決または承認。
意見書案４件を審査。

８月１日
出先機関等の調査事項の取りまとめについて。

総務委員会の動き（７～８月）

高知家健康づくり支援薬局ののぼり等

総 務 委 員 会総 務 委 員 会

■大川村議会維持対策検討会議の設置について
執行部から、検討会議を設置し、村議会を維持するための課題解決策を検討する

とともに、大川村プロジェクトを加速することにより、大川村がこれまで同様の住民自
治を確保しつつ、若者が定着できる地域として中山間地域活性化のモデルケースとな
ることを目指すものであると説明があった。
委員から、今後さらに人口減少が進んでいく中で、市町村合併も一つの選択肢と

なるのではないかと質問があった。
執行部から、各市町村が検討した結果、自立して存続していくことを決断したもの

であり、県としては、各市町村が自立していこうとする努力の後押しをしていくことが
基本である、今後地域の中で合併の動きが出てくれば相談にのっていきたい。大川村は、
一つのモデルケースになるので、県としても支援しその検討から得られた知見を活用
したいと答弁があった。
委員から、村議会の主体性を助長していく、また村民の参加、自治意識を強くして

いく視点で取り組んでほしいと質問があった。
執行部から、県が参画しているのは、大川村プロジェクトを一緒に進めてきた経緯と、

県内の他の市町村でも同じような問題があるかもしれないという思いがきっかけであ
る。村議会のあり方そのものは、最終的には村議会が考えなければならないし、そ
れは村民の意見を反映したものでなければならないと答弁があった。

■高知市中学校給食センター（仮称）から県立高知国際中学校への給食配
送について
執行部から、高知国際中学校については、給食の実施に向けて県市で経費負担や

設備等の協議を進めるものとする一方、高知南中学校への給食導入については、総
合的に考慮した結果、見送る方針としたいと説明があった。
委員から、高知市教育長は市議会において、高知南中学校への給食導入については、

県から正式の話はなく高知市としては特に検討していないと答弁している。そのような
状況で、高知南中学校への給食導入を見送ると言われても納得しづらい、県教委と
市教委に認識の違いがあるのではないかと意見があった。
さらに複数の委員から、同じ高知市内にある高知南中学校と高知国際中学校とで

対応に差が出るのは、公平性の観点から疑義があると意見があった。
総務委員会として執行部に対し、複数の委員から出た意見、要望を踏まえ、高知

市に対して正式な申し入れをし、高知南中学校と高知国際中学校の生徒間の給食格
差が出ないように努力するよう要請を行った。
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